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＜連絡事項＞

・措置入院患者の無断離院について～葉県にて発生し、患者情報の提供が千葉県よりありました。病院２階掲示板へ掲示しておきますので、確認お願いします。
・感染委員会より～医療廃棄物の分別について、再度確認です。
①非感染BOXに使用済みのボラザG軟膏が多数捨てられています。

　　　　　　　　　　　→感染性BOXです。

②非感染BOXにノボペンが3本捨ててありました。

　　　　　　　　　　　→感染性BOXです。


湿布やディスポ手袋が感染性と非感染性にそれぞれ捨ててありました
が、これらは一般ゴミへの廃棄で大丈夫です。血液汚染したものは別です

・医事Tより～毎月月末に、西・北病棟の翌月分の非定型抗精神薬治療計画書に印鑑を押印していただいてますが、H22.4月から点数改正に伴い、書式の変更が予想されますので、来月分の治療計画書は、書式が分かり次第作成し、提出したいと考えています。

＜患者様連絡事項＞

・林　田鶴子様～3/24(水) 15:00～3/26(金) 15:00まで外泊希望あり、主治医より許可となっています。
・中居　松男様～3/24(水) 16:00より退院療養検討会議開催となります。

参加者：本人　病棟職員 　外来Ns　病院SW　　青明舎職員　　訪問看護
職員　青山荘職員(可能であれば)　その他参加可能な方
場　所：西病棟ミーティングルーム
・柳杭田　かつ子様～本日、主治医指示にて採血(至急FAX)と血糖値　日内変動実施しています。

・下口　政子様～本日外泊より帰院されていますが、送迎スタッフより「担当の柿本か

施設長じゃないと分からないので、何かあったら施設に電話して欲しい」

との事です。
・新堂　寿子様～父様より明日の面談についての連絡あり、3/25(木)14:30からとなります。主治医へ確認済です。

＜安ヶ平先生診察＞

坂本　のり子様～長時間の手洗いあり、手荒れがある為回数や時間を短縮していくよう、主治医より説明がありました。

木村　忠史様～血圧拡張期が高値となっている為、体重を減少するよう主治医より説明を

受けています。

豊巻　薫様～本人より外出希望聞かれている為、ご家族様へ電話連絡し確認していきまし

ょう。

石切　久様～4/17～4/19まで外泊希望あり、主治医より許可を得ています。外泊希望用紙

は4月に入ってから記入していく事としています。

宮　陽子様～今後について話し合っていく為、面談を予定しています。日程についてお兄

様より当院へ電話が来る予定となっています。

中島　純子様～「引きこもりたい」と本人作業療法欠席希望あり、主治医より許可を得ています。本日より3日間の作業療法欠席届は記入済みとなっています。又、本人より3/27の外出希望あり、許可となっています。

＜SST評価・検討＞

Aユニット

（個別アプローチへの反応）

中島　純子様～現在の症状や、今までの経過などについてまとまり無く話す。心と頭をリンクさせる事が出来ない為、現在引きこもりをしていると話している。

澤口　直美様～表情ぼんやりとしているが居眠りは無い。横山様と話しは出来るが、Bユニットの患者様が何を言っているか分からず、交流が取れないと話す。

（全体の総括）

全体的に中島様が話している事が多く、澤口様はぼんやりと聞いている事が多い。現在困っている事に対して、澤口様より「外出や外泊がしたい」と話しあり、ロールプレイを実施している。中島様が医師役とやっており、２人との上手に行っている。澤口様「次の診察の時やってみる」と話している。

（次回への課題）

澤口様が、診察で聞く事が出来たか確認してみてください。

Aグループ

（個別アプローチ）

佐々木　淳様～上体を傾かせており、姿勢を正す様声掛けしている。出河様と家族へ電話した時のロールプレイを実施しているが、他者よりはっきり分かりやすく話す様アドバイス受けている。表情冴えないが不調訴えはない。

（全体の総括）

戸賀沢様が居眠りしている事あり、声掛けにて問題なくロールプレイ行っている。出河様が名指しし、名指しを受けた方が目標を振り返る場面も見られていた。目標を誤って覚えている患者様が半分ほどおられるものの、スタッフと共に再度目標について再確認している。

Bグループ

（個別アプローチ）

林　田鶴子様～家族へ外泊依頼の電話をしていないと目標を振り返っており、ロールプレ

イ行っている。他者より「まとまっていて良かった」「元気で良かった」「もう少しはきはき話せば良い」「大きい声で話せば良い」と意見が上がっている。来週電話券を買い電話してみると話している。

（全体の総括）

数名短期目標を忘れており、スタッフと確認後振り返っている。ロールプレイでは皆積極的に意見を出し合っている。終始穏やかな雰囲気で参加されている。

Cグループ

（個別アプローチ）

西川　和恵様～振り返りで「分からない」と発言多いことからロールプレイで練習している。視線を合わせようとせず、他者からアドバイスを貰っているが、理解するまで時間要している。

（全体の総括）

全体的に目標を達成している方が多く見られている。出来ていないという方は目標を忘れ

ていることがあり、次回振り返り出来るように説明している。挨拶について「出来た」と

話す方が多かった。

Dグループ

（個別アプローチ）

柳杭田　かつ子様～下を向いていることが多く、的外れな返答あり、その都度介入要して

いる。

中森　みや子様～自分から挨拶出来なかったとのことで、ロールプレイ促すも拒否している。

（全体の総括）

全体的に積極的な発言は無く、促しにて皆さん発言している。柳杭田様のみ的外れな発言

あり、その都度介入している。あまり上手く出来なかった患者様に対し、ロールプレイ促

すも、拒否する方がおり対応の仕方について検討する必要あり。

